
目的

　精神的に不調を抱えた学生の早期発見等を目的として

多くの大学では入学時に学生の精神的健康についての実

態調査が行われており（平山・全国大学メンタルヘルス

研究会，2011）1），学生生活支援に役立てられている．

本研究では短期大学生を対象に精神的健康の実態を把握

し，学校適応との関連から学生生活の支援に役立つ要因

を検討してきた（山本，2022）2)．入学時から1年間の

精神的健康状態を検討した結果では，入学当初から精神

的に問題を抱えている学生がみられた．精神的健康の縦

断的変化については，1年生前期終了時に最も精神的に

健康でない状態を示していた．また精神的健康と学校適

応の関連については，どの時期も「時間的展望の確立」

が精神的健康と関連しており，また後期開始時には「知
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識・技能の習得」と「居心地の良い場所」が精神的健康

と関連していた．

　2019年末から新型コロナウイルス感染症が拡大し，日

本では2020 年 4 月 16 日に全国で緊急事態宣言が発令さ

れ（内閣府，2020）3)，様々な活動の自粛が行われた．

大学においては，2020 年 3 月 24 日に「令和2 年度にお

ける大学等の授業の開始等について（通知）」が文部科

学省から通知され（文部科学省，2020）4)，遠隔授業等

により学生の学習環境が変化し，その他の学生生活にも

大きな変化が生じた．新型コロナウイルス感染に対する

不安やこうした様々な行動制限や生活環境の変化に伴う

ストレスによって，学生に精神的に不健康な状態が生じ

ている可能性が考えられる．新型コロナウイルス感染症

による国民の心理面への影響を把握するため厚生労働省

によって実施された調査では，2020年の4月以降いずれ

の時期も，半数程度の人が何らかの不安等を感じており，

不安の対象としては，いずれの時期も「自分や家族の感

染への不安」が最も多かったことが報告されている（厚

生労働省，2020）5)．大学生については，文部科学省が

2021年に実施した新型コロナウイルス感染症による学生

生活への影響についての実態調査において，令和２年度

後期に履修した授業のうちオンライン授業がほとんど又

はすべてだったと回答した学生は全体の６割程度である

こと，全体的な満足度としては，不満に感じる割合より

満足に感じる割合の方が多いこと，学生生活における悩

みとしては，将来のキャリアに関する悩みが最も多いこ

とが報告されている（文部科学省，2021）6)．

　こうした新型コロナウイルス感染症が拡大し始めた時

期に入学した学生はそれまでに入学した学生と同様の精

神的健康状態であるのだろうか．入学してから卒業に至

るまでにどのような精神的健康状態の変化がみられるの

であろうか．本研究では，コロナ禍に入学した短期大学

生に焦点をあてて，新型コロナウイルス感染症流行下に

学生生活を過ごした学生の精神的健康の様相を検討する

ことを目的とする．主な目的は以下の２点である．

　１つめの目的は，精神的健康状態について，入学から

卒業までの縦断的変化を検討することである．項目反

応理論（IRT）に基づいて作成された精神的健康のスク

リーニングテストである Kessler107) を用いて，入学当

初，１年終了時，卒業時の3時点で調査を行い，入学か

ら卒業までの2年間の精神的健康の縦断的変化を検討す

る．また「学生生活への不安」，「学生生活の楽しさ」，「学

生生活の充実度」についても適応状態を検討する指標の

１つとする．

　２つめの目的は，精神的健康に影響を与える可能性が

ある要因として学校適応をとりあげ，学校適応が精神的

健康に与える影響を検討することである．学校適応の指

標として，豊かな人間性，確かな学力，学校生活へのポ

ジティブな評価の3側面から測定する学校適応尺度（原

田・竹本，2014）8) を用いて，学校適応のどのような側

面が精神的健康に影響を与えているのかを検討する．コ

ロナ禍以前の調査（山本，2022）2) では，どの時期も「時

間的展望の確立」が精神的健康と関連しており，クラス

への適応である「集団機能の維持」，「良好な友人関係」，

「適度な教師関係」といった対人関係の側面は精神的健

康と関連していなかったが，コロナ禍に入学した学生も

同様であるのかを検討する． 

方法

１．調査実施時期と調査協力者　

　新型コロナウイルス感染拡大初期の2020年4月に入学

した短期大学生を対象に，入学時，1年終了時，卒業時

の3回調査を実施した．調査を行ったのは資格取得を目

指す学科であり，1クラス30名前後でクラス単位の授業

を実施している．調査は，調査用紙を一斉に配布して回

答してもらい，その場で回収を行った．調査実施時期は，

第1回調査：入学時（2020年6月），第2回調査：1年終了

時（2021年2月），第3回調査：卒業時（2022年2月）の3

回であった．なお，第1回調査は，4月，5月の遠隔授業

の後，6月に対面授業が開始された直後に行った．

　調査協力者は，第1回調査98名，第2回調査87名，第3

回調査85名であった．本報告では3回の調査の全てに回

答のあった74名を分析対象とした．

２．調査内容　

　精神的健康の指標として，Kessler10を用いた．また，

学校適応（原田・竹本，2014）8)，第1回調査時（入学時）

及び第2回調査時（1年終了時）には，学生生活への不安

や悩みの有無とその具体的な内容についてもたずねた．

第3回調査時（卒業時）には，学生生活の楽しさ，学生

生活の充実度についてもたずねた．また，本報告では分

析に用いなかったが，自己肯定感を測定する全体的自己

価値（山本，2013）9) 及び具体的側面の自己評価（山本，

2013）9) についてもたずねた．

①精神的健康度：

　精神的健康度を測定する尺度として山本（2022）2) で

も使用したKessler10(K10)を用いた．項目反応理論（IRT）
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に基づいて作成されたスクリーニングテストである．以

下 K10とする．古川・大野・宇田・中根（2003）10) に

よって作成された日本語版を使用した．Kessler10は鋭

敏なスクリーナーと考えられており（Furukawa, Kessler, 

Andrews, & Slade, 2003）11)，酒井・野口（2015）12) では，

因子分析によって1次元性が確認されている．また古川・

大野・宇田・中根（2003）10) の研究では，25点以上が

スクリーニングのカットオフポイントとされている．本

研究においても，この得点を基準として，学生の精神的

健康状態の様相を検討する，精神的健康状態を示す10項

目について，5件法（1：全くない，2：少しだけ，3：と

きどき，4：たいてい，5：いつも）でたずねた．10項目

の合計点を尺度得点とした．得点が高いほど，精神的に

健康ではない状態を示している．10項目のクロンバック

のα係数は，第1回調査はα=.914，第2回調査はα=.896，

第3回調査はα=.935であった．

②学生生活への不安や悩みの有無：

　第1回調査時（入学時）には，これから短大生活を送

るうえで何か不安なこと，心配なこと，悩んでいること

はあるか（ある，ない）をたずねた．ある場合は，その

具体的内容をたずねた． 

③学生生活の楽しさ：

　第３回調査時（卒業時）に，2年間の短大生活は楽し

いものであったかを4件法（4：とても楽しかった，3：

まあ楽しかった，2：あまり楽しくなかった，1：全く楽

しくなかった）でたずねた．

④学生生活の充実度：

　第３回調査時（卒業時）に，短大生活は充実していた

かを4件法（4：とても充実していた，3：まあ充実してい

た，2：あまり充実していなかった，1：全く充実してい

なかった）でたずねた．

⑤学校適応：

　学校適応の指標として，原田・竹本（2014）9) が作成

した尺度を用いた．この尺度は豊かな人間性（3側面），

確かな学力（4側面），学校生活へのポジティブな評価

（3側面）から構成されている．調査対象校ではクラス単

位での授業が実施されているため，クラスにうまくなじ

めているのかといったクラスへの適応の側面が精神的健

康に影響を与えている可能性が考えられる．そこで，高

校生の学校適応を測定するために作成された尺度である

が，クラスへの適応の側面である「集団機能の維持」も

測定する原田・竹本（2014）の尺度を用いることとした．

原田・竹本（2014）が作成した構成要素のうち，「気に

なる異性の存在」を除く，９つの側面について，5件法（1：

全くあてはまらない，2：ややあてはまらない，3：どち

らでもない，4：ややあてはまる，5：非常にあてはまる）

でたずねた．測定する具体的な側面は Table 1に示した．

各側面，合計点を項目数で除し，下位尺度得点とした．

得点が高いほど，適応した状態を示している．各下位尺

度の得点の範囲は，1～5点である．

Table 1　学校適応の側面

豊かな人間性

集団機能の維持 （3項目）

良好な友人関係 （3項目）

適度な教師関係 （3項目）

確かな学力

学習意欲の維持 （3項目）

知識・技能の習得 （3項目）

夢・目標への努力 （3項目）

問題の自己解決 （3項目）

学校生活への 
ポジティブな評価

居心地の良い場所 （3項目）

時間的展望の確立 （3項目）

３．新型コロナウイルス感染症流行下の学生生活の状況

　2020年度については， 2020年4月からオンデマンド形

式の遠隔授業が実施され，5月末まで継続された．2020

年6月以降対面授業が再開された．第1回調査は対面授業

が開始された直後に実施した．2020年度前期は，全15回

授業のうち前半6回が遠隔授業，9回が対面授業であった．

2020年度後期は，全15回授業のうち最後の1回のみ遠隔

授業で，その他は全て対面授業であった．例年実施され

ていた体育祭や文化祭等の行事は実施されず，サークル

活動等の課外活動にも大きな制限があった．

　2021年度については，2021年度前期は緊急事態宣言が

適用された5月中旬から6月中旬が遠隔授業であった．全

15回授業のうち遠隔授業は5，6回であった（曜日により

異なる）．2021年度後期は，9月下旬の3回のみ遠隔授業

であり，その他は対面授業であった．2020年度と同様，

課外活動に様々な制限があった．

４．倫理的配慮

　調査に際し，調査の目的と意義，調査への協力は任意

であること，本調査は授業や成績評価とは無関係である

こと，結果の公表の方法等，倫理的配慮について，書面

及び口頭で説明を行い，同意を得て調査を実施した．ま

た，学生生活や健康について不安なことや心配なことが

ある場合は，学生生活相談室や保健室を利用できる旨の

案内を行った．

　なお本研究は，名古屋文理大学短期大学部研究倫理委

員会の承認を受け実施した（承認番号54）．

新型コロナウイルス感染症流行下における短大生の精神的健康の様相
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結果

１．K10の変化　

（１）項目ごとの変化

　K10の項目ごとに平均値および標準偏差を算出し

（Table2），反復測度（3時点）の分散分析を行った．そ

の結果，「ゆううつに感じましたか」のみ，有意差が

みられた (F (2,146)=4.913，p=.009)．入学時よりも

1年終了時で得点が低くなるという変化がみられた

(F(1,73)=8.893，p=.004)．その他の項目については，

時点間差はみられなかった．　

（２）合計点の変化

　K10の合計点を算出した．最低点は10点（全ての項目

で「全くない」という回答）であった．最高点は，第1

回調査40点，第2回調査37点，第3回調査44点であった．

平均値および標準偏差を算出し（Table 2），反復測度（3

時点）の分散分析を行った．その結果，3時点で有意差

はみられなかった (F (2,146)=1.695，p=.189)．

　先行研究（古川・大野・宇田・中根，2003）10）でスクリー

ニングのカットオフポイントとされる合計点25点以上の

学生は，第1回調査時21名（28.4%），第2回調査時19名

（25.7%），第3回調査時22名（29.7%）であった．

２．精神的健康の変化のパターン

　3時点全てにおいて回答のあった74名を対象に，合計

点が24点以下を「精神的に健康である」，25点以上を「精

神的に健康でない」とし，変化のパターンを検討した

（Table 3）．その結果，最も人数が多かったのは，「3時点

とも一貫して精神的に健康であった」群で，42名（56.7%）

であった．次いで，人数が多かったのは，「3時点とも一

貫して精神的に健康でなかった」群で，11名（14.9%）

であった．

Table 3　精神的健康の変化のパターン

第1回調査 第2回調査 第3回調査
度数 （％）

入学時 1年終了時 卒業時

健康 → 健康 → 健康 42 　(56.7)
健康 → 健康 → 不健康 　6 　(8.1)
健康 → 不健康 → 健康 　5 　(6.8)
健康 → 不健康 → 不健康 　0 　(0.0)
不健康 → 健康 → 健康 　2 　(2.7)
不健康 → 健康 → 不健康 　5 　(6.8)
不健康 → 不健康 → 健康 　3 　(4.0)
不健康 → 不健康 → 不健康 11 　(14.9)

合計 74 (100.0)

３．入学当初の学生生活への不安や悩み

　第１回調査時に短大生活に不安があると回答してい

たのは23名（31.9％），不安がないと回答したのは49名

（68.1％）であった（2名未回答）．不安の内容は，「授業

についていけるか」，「単位を取得できるか」といった学

業面の記述が最も多くみられた（18名）．次いで多かっ

たのは，「友だちがつくれるか」，「うまくなじめるか」

といった対人関係に関する記述であった（6名）．将来や

就職についての不安もみられた（2名）．コロナ禍と関連

した不安についての記述はみられなかった．また第1回

調査で「精神的に健康でなかった群」のうち半数の11名

は短大生活に不安をもっていたが，10名は不安をもって

いなかった．

４．精神的健康と卒業時の学生生活充実度

　3時点全てにおいて K10の得点が25点以上の精神的に

健康でなかった11名について，卒業時の短大生活の充実

度を検討した．その結果，11名中9名は，充実していた（と

ても充実していた，まあ充実していた）と回答していた．

Table 2　各項目および K10の合計点の平均値および標準偏差 (SD)

項目

第１回調査 第２回調査 第３回調査

入学時 1年終了時 卒業時

平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD)
理由もなく疲れ切ったように感じましたか 2.72 (0.93) 2.51 (1.04) 2.62 (0.96)
神経過敏に感じましたか 1.97 (1.05) 2.00 (1.07) 2.19 (1.11)
どうしても落ちつけないくらいに、神経過敏に感じましたか 1.54 (0.81) 1.65 (0.88) 1.68 (0.95)
絶望的だと感じましたか 1.76 (0.98) 1.73 (0.94) 1.88 (1.10)
そわそわ落ち着かなく感じましたか 2.04 (0.90) 1.82 (0.93) 2.01 (1.03)
じっと座っていられないほど、落ち着かなく感じましたか 1.47 (0.91) 1.31 (0.70) 1.55 (0.91)
ゆううつに感じましたか 2.47 (1.10) 2.07 (1.15) 2.20 (1.07)
気分が沈みこんで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか 2.27 (1.05) 1.99 (1.05) 2.20 (1.06)
何をするのも骨折りだと感じましたか 1.76 (0.90) 1.70 (0.89) 1.85 (1.04)
自分は価値のない人間だと感じましたか 2.01 (1.10) 1.96 (1.54) 1.95 (1.07)

K10合計点 ( 得点範囲：10～50点 ) 20.01　 (7.34) 18.74　 (7.48) 20.14　 (8.20)
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５．入学当初の学生生活への不安と卒業時の学生生活充

実度

　入学当初，短大生活に不安があった23名のうち，19名

は卒業時に短大生活を充実していた（とても充実してい

た，まあ充実していた）と回答していた．

６．精神的健康と学校適応との関連

（１）学校適応の縦断的変化

　学校適応の各側面について，平均値および標準偏差を

算出し（Table 4），反復測度（3時点）の分散分析を行った．

豊かな人間性について，「集団機能の維持」では入

学当初よりも1年終了時に高くなり (F(1,72)=12.57，

p=.001)， 卒 業 時 に 低 下 し て い た (F(1,72)=8.55，

p=.005)．「良好な友人関係」も同様の傾向があり入

学当初よりも1年終了時に高くなり (F(1,73)=23.33，

p<.001)， 卒業時に低下していた (F(1,73)=18.73，

p<.001)．「適度な教師関係」は入学当初よりも1年終了

時に高くなっていた (F(1,71)=33.03，p<.001)．

　確かな学力については，「学習意欲の維持」では，入

学当初から1年終了時には変わらず，卒業時に低下して

いた (F(1,73)=22.42，p<.001)．「問題の自己解決」は

入学当初よりも1年終了時に高くなり (F(1,73)=5.69，

p=.020)， 卒業時に低下していた (F(1,73)=15.04，

p<.001)．「知識・技能の習得」，「夢・目標への努力」

は時点間差がみられなかった．

　学校生活へのポジティブな評価については，「居心地

の良い場所」では，入学当初から1年終了時には変わらず，

卒業時に低下していた (F(1,73)=6.68，p<.001)．「時間

的展望の確立」は，時点間差がみられなかった．

（２）精神的健康と学校適応の関連（重回帰分析の結果）

　K10の合計点を基準変数とし，学校適応の各側面を説

明変数とする重回帰分析（ステップワイズ法）を行っ

た．入学時については，K10の合計点を基準変数とし，

同時点の学校適応の各側面を説明変数とした．1年終了

時については，K10の合計点を基準変数とし，入学時と

1年終了時の学校適応の各側面を説明変数とした．卒業

時については，K10の合計点を基準変数とし，入学時と

1年終了時，卒業時の学校適応の各側面を説明変数とし

た．Table 5に R2，標準化偏回帰係数（β），VIFを示した。

各変数間の相関係数を確認したところ，|r|>.80となる

変数は存在しなかったため，全ての変数を対象とした．

VIFは全て1.5未満であり，多重共線性に問題はなかった．

　入学時の K10を基準変数とした分析では，同時点の学

校適応の「時間的展望の確立」が最も精神的健康と関連

しており，次いで「集団機能の維持」が精神的健康と関

Table 5  重回帰分析の結果

第1回調査

入学時

第2回調査

1年終了時

第3回調査

卒業時

（説明変数） β p値 VIF β p値 VIF β p値 VIF

第1回調査 
入学時

集団機能の維持 　.296 　.015 1.480 ― ― ― ― ― ―

時間的展望の確立 -.686 <.001 1.480 -.432 <.001 1.110 ― ― ―

第2回調査 
1年終了時

問題の自己解決 -.327 　.004 1.239 ― ― ―

夢・目標への努力 　.235 　.030 1.180 ― ― ―

居心地の良い場所 ― ― ― 　.209 　.048 1.300

第3回調査 
卒業時

学習意欲の維持 　.310 　.005 1.197
時間的展望の確立 -.662 <.001 1.108

R2 　.327 <.001 　.304 <.001 　.340 <.001

Table 4　学校適応の側面ごとの平均値及び標準偏差 (SD)

第１回調査 第２回調査 第３回調査

入学時 1年終了時 卒業時

平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD)

豊かな人間性

集団機能の維持 3.50 (0.69) 3.80 (0.71) 3.59 (0.75)
良好な友人関係 4.15 (0.59) 4.45 (0.56) 4.15 (0.65)
適度な教師関係 2.91 (0.42) 3.28 (0.36) 3.35 (0.48)

確かな学力

学習意欲の維持 3.76 (0.62) 3.87 (0.71) 3.52 (0.84)
知識・技能の習得 3.01 (0.39) 3.11 (0.48) 2.99 (0.54)
夢・目標への努力 3.76 (0.78) 3.63 (0.74) 3.60 (0.95)
問題の自己解決 3.73 (0.62) 3.93 (0.62) 3.67 (0.67)

学校生活への 
ポジティブな評価

居心地の良い場所 3.08 (0.42) 3.20 (0.53) 3.02 (0.55)
時間的展望の確立 3.35 (0.69) 3.51 (0.87) 3.46 (0.88)
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連していた．「時間的展望の確立」は精神的健康と負の

関連であるのに対し，「集団機能の維持」は，正の関連

であった．

　1年終了時の K10を基準変数とした分析では，入学時

の「時間的展望の確立」が最も関連していた．次いで，

同時点の「問題の自己解決」と「夢・目標への努力」が

関連していた．「時間的展望の確立」と「問題の自己解決」

が精神的健康と負の関連であるのに対し，「夢・目標へ

の努力」は正の関連であった．

　卒業時には同時点の「時間的展望の確立」が K10と最

も関連していた．次いで同時点の「学習意欲の維持」，1

年終了時の「居心地の良い場所」が関連していた．「時

間的展望の確立」は精神的健康と負の関連であるのに対

し，「学習意欲の維持」と「居心地の良い場所」は，正

の関連であった．

考察

　本研究の目的は，コロナ禍に入学した短期大学生に焦

点をあてて，新型コロナウイルス感染症流行下に学生生

活を過ごした学生の精神的健康の様相を検討することで

あった．精神的健康の変化の様相と，精神的健康と学校

適応の関連の2点から考察する．

１．精神的健康の変化の様相

　１つ目の目的は，コロナ禍に入学した学生の精神的健

康の変化の様相について検討することであった．藤本

（2014）13) では，K10によるスクリーニングで該当して

いた大学生は15.9％であったことが報告されているが，

本研究では該当していた学生は入学時28.4%，1年終了

時25.7%，卒業時29.7%であった．先行研究より多くの

学生が該当しており，精神的に困難を抱えている学生が

多いといえる．新型コロナウイルス感染症流行下の2020

年に Kessler 6 scale (K6) を用いて大学生の精神的健康

を調査した内田・黒沢（2021）14) の結果では，うつ・

不安障害が疑われる基準である13点以上の割合が 26.7%

であり，先行研究よりも明らかに高い割合であることが

報告されており，本研究と同様の結果となっている．し

かし，山本がコロナ禍前の2016年に実施した調査におい

て K10の得点が25点以上で精神的に不健康であると考え

られる学生は入学時26.5%であり（山本，2022）2)，本

研究の結果が新型コロナウイルス感染症の影響であると

は一概にはいえないと考えられる．精神的に不健康であ

る学生の割合が以前より多いことは，新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大による様々な生活環境の変化による

影響というよりも，近年の学生の傾向であるという可能

性や，資格取得を目指す学生の特徴である可能性も考え

られるが，本研究ではこの点について明らかにできてお

らず，今後コロナ禍以降の学生のデータや多様な専攻の

学生のデータと比較することにより検討していくことが

必要であるだろう．

　縦断的変化をみると，入学当初から卒業まで K10の合

計点に時点間差はみられず，2年間で精神的健康状態に

変化はみられなかったといえる．

　学生生活に不安があると回答した学生の記述をみる

と，学業への不安についての回答が多く，第１回調査は

４月下旬から約1ヵ月半の遠隔授業を行い，対面授業が

始まった直後に実施した調査であり，遠隔授業で理解で

きない点があるなどの学習面の不安があったと考えられ

る．また，3時点全てにおいて精神的に健康でなかった

学生も入学当初学生生活に不安があった学生もほとんど

は，卒業時に短大生活を充実したと感じており，精神的

不健康状態にあっても，学生生活に充実感をもち卒業に

至ることができる可能性が考えられた．

２．精神的健康と学校適応との関連

　2つ目の目的は，精神的健康と学校適応の関連につい

て検討することであった．重回帰分析の結果，どの時期

も「時間的展望の確立」が精神的健康に最も関連してい

た．この点は，2016年に実施した調査結果（山本，2022）2)

と同様であった．入学時の「時間的展望の確立」は，同

時点の精神的健康だけではなく，1年終了時の精神的健

康と正の関連を示しており，入学時に現在の状態への肯

定感や明るい未来の展望を持てないことが精神的な不健

康さと関連していた．この結果をふまえると入学時から

肯定的な未来を思い描くことができるような働きかけが

重要であると考えられる．

　コロナ禍以前の2016年に実施した調査結果（山本，

2022）2) では「良好な友人関係」，「適度な教師関係」と

いった対人関係の側面は精神的健康と関連していなかっ

たが，本研究においても同様の結果であった．

　学校適応の「時間的展望の確立」の側面が精神的な不

健康さと負の関連を示したのに対して，「集団機能の維

持」など学校適応の幾つかの側面では精神的な不健康さ

と正の関連がみられ，側面ごとに関連の仕方が異なって

いた．入学時の精神的健康には「時間的展望の確立」が

負の関連を示したのに対して，「集団機能の維持」は正

の関連を示していた．この結果は「集団機能の維持」の

得点が高いほど精神的不健康度が高いことを示してい
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る．「集団機能の維持」は，クラスが楽しい雰囲気にな

るように心がけている，クラスの中に元気のない人がい

たら励ますようにしているといった項目である．行き過

ぎた適応は「過剰適応」であり，過剰適応は環境から

の要求や期待に個人が完全に近い形で従おうとすること

であり，内的な欲求を無理に抑圧してでも，外的な期待

や要求に応える努力を行うこと（石津・安保，2008）15)

とされている．入学後約1か月の遠隔授業を行った後の

対面授業開始直後に調査を行っており，「集団機能の維

持」の得点が高い場合，クラスに早くなじもうと周囲に

合わせすぎてしまう過剰適応を示している可能性が考え

られる．

　1年終了時については「夢・目標への努力」は精神的

不健康さと正の関連を示していた．将来のために頑張ら

なければ，努力しなければと思いの強さが精神的不健康

度を高めていると考えられる．卒業時においても「学習

意欲の維持」が精神的不健康さと正の関連を示しており，

学習を頑張らなければという思いが精神的不健康度を高

めていると考えられる．これらの点も石津ら（2008）15)

の示す‘外的な期待や要求に応える努力を行う’という

過剰適応の一面を示している可能性が考えられるのでは

ないだろうか．

　また卒業時には1年終了時の「居心地の良い場所」も

精神的不健康度と正の関連を示していた．「居心地の良

い場所」は，学校に来れば何か楽しいことがあると思

う，学校の中で居心地の良い時間を過ごすことができる

といった項目である．「集団機能の維持」と同様に過剰

適応である可能性もあれば，大学が居場所となっている

ほど卒業後に居場所がなくなることへの不安を感じてお

り，卒業時の精神的不健康さと正の関連がみられた可能

性も考えられる．学校適応と精神的健康の関連について，

過剰適応の可能性から考察したが，この点についても，

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響という

よりも，近年の学生の傾向であるという可能性，短期間

で学修し卒業に至る短期大学生の傾向である可能性や，

クラス単位の授業を行っている資格取得を目指す学生の

特徴である可能性も考えられ今後さらに検討をしていく

必要があるだろう． 
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